
能登町小木×岩手県大槌町安渡・赤浜
交流企画 第２弾

小木の“ちょっと先”を
皆でイメージしながら創りませんか？

小木×安渡・赤浜 車座トーク

３月２３日（日）午後１時半 小木公民館
大津波襲来から14年、復興の“ちょっと先”を歩く大槌町安渡・赤浜
の人たちは、地域の危機に直面したり住民の数が半分以下になっても
「焦らない」「皆で語り共有し合う」ことをあきらめずにきました。
今、おしゃべりが聞こえる賑やかな地域に生まれ変わりつつあります。
復興の経験を小木へ、小木の新たな物語を皆で紡ぎませんか？

小木の「これから」づくり：大切にしていきたいコト・モノ再確認、
１年以内で復活したい／新たにやってみたい事どうやったらできる？

主催：岩手大学 地域防災研究センター
共催：小木公民館、安渡町内会、赤浜自治会

本事業は「トヨタ財団2022年度 国内助成プログラム」の助成を受けています

（「いわて防人リーダーBANK（防災の学び・交流の場）」プロジェクト）

問い合わせ先

岩手大学地域防災研究センター 准教授 坂口奈央

019-621-6734

［ご存じでしたか？小木と大槌町安渡・赤浜の重なり合う御縁］
半世紀以上前、漁業で互いに助け合った経験がありました。震災
翌年（2012）には、小木中の皆さんが漁船を寄贈してくれました。

車座トークの後は、
大槌高校生による
大槌故郷の味

“すっぷく”が！
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